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研究成果の概要（和文）：本研究は、植物の表皮細胞分化制御機構を、根毛、トライコーム形成を制御するCPCファミ
リー遺伝子の機能解析を中心に明らかにしようとするものである。栽培植物への応用を目指し、トマトでのCPCファミ
リー遺伝子の機能及びオーソログの機能解析を行った。その結果、CPCファミリー遺伝子に配列の似た、トマトのオー
ソログ遺伝子を見出し、SlTRYと命名した。このトマトSlTRY遺伝子を過剰発現させたシロイヌナズナ形質転換体を解析
したところ、CPCと同様の表皮細胞分化制御機能があることがわかった。さらにSlTRY遺伝子は、表皮細胞に蓄積するア
ントシアニンを負に制御することもわかった。

研究成果の概要（英文）：The CPC family genes regulate root hair and trichome cell differentiation in Arabi
dopsis. We identified CPC homologous gene from the tomato genome and named it SlTRY. After transformation 
into Arabidopsis, SlTRY induced root hair differentiation and inhibited trichome formation as observed in 
35S:CPC plants. In addition we show that anthocyanin accumulation was repressed in CPC::SlTRY transgenic p
lants.
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１．研究開始当初の背景 
 シロイヌナズナの根毛は、根の表皮細胞の
一部が突出した器官であり、トライコームは
葉の表皮細胞が突出して形成された器官で
す。植物の細胞分化研究のモデルとして、こ
れら表皮細胞をターゲットとした転写因子
研究が、これまで多くのグループにより進め
られてきました。 
 申請者の研究グループは、根毛の形成を促
進する唯一の因子である CAPRICE（CPC）遺伝
子と、５つの CPC ファミリー遺伝子について
の解析を進めています。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、植物の表皮細胞分化制御機構を、
転写因子の機能解析を中心に明らかにしよ
うとするものです。シロイヌナズナの根毛、
トライコーム形成を制御するCPCファミリー
遺伝子が、どのような働きによって形態形成
を調節しているのか、その機構の解明を目指
します。また、栽培植物への応用を目指し、
トマトでのCPCファミリー遺伝子の機能及び
オーソログの機能解析を行います。計画して
いる具体的な研究項目は、１、CPC ファミリ
ー遺伝子のアミノ酸置換による細胞間移行
モチーフの決定。２、根毛形成過程における
細胞間移行機能の果たす役割の解明。３、ト
マトにおける表皮細胞分化遺伝子（CPC オー
ソログ）の機能解析、です。申請者はこれま
で、シロイヌナズナの表皮細胞分化を制御す
る CPC ファミリー遺伝子の機能解析を行っ
てきました。本研究では、CPCファミリーが
進化の過程で獲得した役割分担の機能を、ア
ミノ酸置換により明らかにしたいと考えま
した。また、栽培植物への応用を目指し、ト
マトにおける CPC ファミリーの機能解析及
びトマトオーソログの解析も予定しました。 
 
３．研究の方法 
(1) CPC の細胞間移行に必須なアミノ酸残基
の決定。 
CPCとホモロジーの高いETC1のアミノ酸配列
を比較し、異なる部分を入れ換えたコンスト
ラクトを作製します。N 末側に２カ所、MYB
領域内に２カ所に大きな配列の違いを既に
見いだしていますので、４種類のコンストラ
クト作製を予定しています。 
 
(2) 移行に必須な S1 配列中の、重要な残基
の特定。 
S1 モチーフの９アミノ酸を１つずつアラニ
ンに置換した CPC::CPC:GFP コンストラクト
を９種類作製します。 
 
(3) トマトのCPCオーソログ遺伝子の機能解
析。 
CPC ファミリー遺伝子に配列の似た、トマト

のオーソログ遺伝子の候補を既にピックア
ップします。このオーソログ遺伝子の配列を
手掛かりに、マイクロトムの cDNA ライブラ
リーから増幅し、バイナリーベクターである
pCHF3 プラスミドの 35S プロモーターの下流
にクローニングします。また、既に作製して
ある 35S::CPC コンストラクトのマイクロト
ムへの形質転換を試みます。 
 
４．研究成果 
 
本研究は、植物の表皮細胞分化制御機構を、
転写因子の機能解析を中心に明らかにしよう
とするものである。得られた研究成果は以下
のとおりである。 
 
(1) CPCの細胞間移行に必須なアミノ酸残基
の決定。 
シロイヌナズナのCPCとホモロジーの高い
ETC1のアミノ酸配列を比較し、一部を入れ換
えたコンストラクトを作製、シロイヌナズナ
に形質転換した。今後は、作出した４種類の
形質転換体を解析し、細胞間移行に必須なア
ミノ酸残基の決定を目指す。 
 
(2) 移行に必須なS1配列中の、重要な残基の
特定。 
S1モチーフの９アミノ酸をETC1に付加した
CPC::S1:ETC1:GFPコンストラクトを作成し、
シロイヌナズナに形質転換した。今後、共焦
点レーザー顕微鏡による観察を行い、S1配列
による細胞間移行への寄与を明らかにする。 
 
(3) トマトのCPCオーソログ遺伝子の機能解
析。 
CPCファミリー遺伝子に配列の似た、トマトの
オーソログ遺伝子の候補をピックアップし
（SlTRYと命名）、配列を手掛かりに、マイク
ロトムのcDNAライブラリーから増幅し、バイ
ナリーベクターであるpCHF3プラスミドの35S
プロモーターの下流にクローニングした。こ
のトマトSlTRY遺伝子を過剰発現させたシロ
イヌナズナ形質転換体を作成した。作成した
シロイヌナズナ形質転換体の表現型を解析し
た結果、CPCと同様の根毛を増やし、トライコ
ームを無くす機能があることを明らかにした。
また、SlTRY過剰発現体のアントシアニン量を
測定したところ、野生型よりもアントシアニ
ンの蓄積が減っていることがわかった。そこ
で、SlTRY遺伝子は、アントシアニンの蓄積に
も関与していると結論した。 
 
(4) cpc cpl3, try cpl3 二突然変異体の解
析。cpc cpl3 あるいは try cpl3 に重変異体
の bolting までの日数を測定したところ、
cpl3 突然変異による早咲きの表現型は、cpc



あるいはtry遺伝子の突然変異により打ち消
されることがわかった。 
 以上の結果を利用することで、将来、根毛
やトライコーム、アントシアニン量の改変に
よる養分吸収や耐病虫害性に優れた作物作
出が期待できる。 
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